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論 文 内 容 の 要 旨

【目的】

本研究では,播 種細胞の漏出を抑制して播種効率を向上させるため,生 体吸収性の合成高分子(PGA)と

天然高分子(フ ィブリン)を複合化する技術を開発した.複 合化した分解性高分子を試用して自家移植モデルの

軟骨再生を試み,異 なる移植部位における複合化高分子の有用性について検討した(実 験A).さ らに本モデ

ルに塩基性線維芽細胞増殖因子(b-FGF)徐 放システムを導入して、b-FGFに よる軟骨再生の促進効果と軟

骨再生における新生血管の役割について検討した(実 験B).

【方渕

本研究では,自家移植モデルにおいて軟骨再生を可能とする目的で,天 然高分子フィブリンと生分解性合成高

分子から構成される複合化高分子を試用して自家移植モデルの軟骨再生を試み,異 なる移植部位における複合化

高分子の有用性について検討した(実 験A).さ らに,自家移植モデルにおける軟骨再生を促進するための至適

技術を開発する目的で,実 験Bを 行った.実 験Bで は,本 モデルにb・FGF徐 放システムを導入して,b-FGFに

よる軟骨再生の促進効果と軟骨再生における新生血管の役割について検討した.

【結果】

実験Aで は,移 植3週 目以降の軟骨組織において,正 常耳介軟骨と極めて近似する組織構造が観察された.

また,移 植後5週 目から,軟骨組織の周囲に明瞭な新生血管網が形成された.本 法を導入した結果,大 動物

を用いた自家移植モデルにおいて,軟 骨の再生誘導は可能であることが示唆された.実 験Bで は,b-FGF徐 放

システムを複合化高分子(ス カフォールド)に組み込んだ結果,軟 骨再生は著しく促進した.また免疫組織化学

的検討の結果、b-FGF徐 放システムによって径の大きい血管からなる血管網が誘導されることが判明した.

【考察】

実験Aの 結果より,大動物もしくはヒトにおいて軟骨組織の再生誘導を行う上で,フィブリンによる複合化処理

は極めて有用な方法であると考えられた.今 後,本技術の導入により,スカフォールドに最適な3次 元形状を持たせ,

同時に,天 然高分子によって播種細胞の播種効率や増殖 ・分化に配慮した高性能スカフォールドの作成が可能

となることが示唆された.ま た,実 験Bの 結果より,生体吸収性の合成高分子と天然高分子を複合化処理する

技術にb-FGF徐 放システムを組み合わせて生体内に導入することによって,軟 骨再生誘導を促進し,再生軟骨

組織を栄養する機能的血管を同時誘導する効率的な手法を確立することができた.

【結謝

生体吸収性の合成高分子と天然高分子を複合化することにより,力学的強度と生体親和性をかね備えたスカフォ

ールドを作製することが可能と考えられた.今 後,本 技術を用いてヒト耳介に特有な3次 元形状を有する軟骨組織

の再生誘導実験を予定している,
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